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建交労第19回中央本部定期大会が2017年9月2日(土)～4(月)にかけて群馬県

安中市のホテル磯部ガーデンにて各県本部、支部を代表して代議員、特別代議

員、傍聴者合わせ２００名以上の参加で開催されました。酸素職場の仲間からは

テーエス支部3名、江藤運輸分会2名、大陽・イワサワ・産業ガステクノから各1名

の合計8名が参加しました。

大会は足立副委員長の開会あいさつから始まり、角田中央執行委員長からは

安部内閣が憲法9条３項を新たに起こして自衛隊の存在を明記する考え、自衛

隊が海外で武力行使が出来るような狙いなど平和憲法を崩す問題がある事、安

部政権の暴走に対して戦争法・共謀罪廃止、民主主義・立憲主義回復などを求

めるたたかいを展開してきたとのあいさつがありました。また、酸素部会の仲間から

４名の発言がありました。

齋藤特別代議員(イワサワ分会)からは神奈川県南支部での組織拡大の報告と共

済学習会などの取り組み、役員全員が宣伝

行動でマイクを持って喋れるようになる練習

などに取り組んでいる報告がありました。

村尾代議員(テーエス支部)からは不当労働

行為による労働委員会・裁判の報告、管理職

組合の立ち上げなど名ばかり管理職の組織

化についてなど全国の職場で、運転手以外

での拡大の訴えがありました。

結城特別代議員(テーエス支部)からは全国トラック部会として改善基準告示に

ついての説明など問題点などが出されました。私は代議員として堺市長選の報告

として、大阪都構想反対の立場から竹山おさみ候補を支持、応援する事を決議を

して宣伝行動を取り組んいる事、また業種別運動として争議職場など問題のある職

場に積極的に酸素部会として支援をしている報告をしました。
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裁判所側から、和解案が出され原告・被告との折り合いがつかず、９月１

日の裁判も延期になりました。

９月７日 双方の弁護士と話した結果 被告は会社解決金５０万と西条営

業所勤務の運転手に戻すことの話し合いが、９月８日に決定しました。

建交労の皆様、１年８ヵ月長い裁判でした。職場復帰が出来ることを願い

今まで頑張ってまいりました。

福山弁護士先生、建交労の皆様、ご支援、ご指導ありがとうございました。

エスイーイー物流分会 武田 啓二
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8月19日土曜日、福山駅前鉄板屋弁兵衛に於いて夏恒

例の納涼会を開催しました。

家庭の諸事情により、あいにく２名の欠席となりましたが、

今年3月に65才で円満退職した藤井さんが急遽駆けつけ

てくれて賑やかに行うことができました。

飲み放題付きで天ぷらやお好み焼き、ステーキなどのフ

ルコースをを美味しくいただきました。2時間の時間制限で

すから、まだまだ飲み足りないということで二次会は小料理

屋に場所を移し、魚料理に舌鼓を打ちました。年齢に自覚

が足りない面々で食べて飲んで日々の厳しい労働と暑さを

忘れられた夜となりました。

金川産業分会

建交労全国トラック部会第１９回総会が、２０１７年９月４

～５日の両日に群馬県磯部ガーデンにおいて、全国から

４４名の参加で開催されました。

冒頭、足立部会長から「トラック産業は、長時間労働が

当たり前で、賃金も他産業に比べると低い水準になって

いる。若い人が要求する事（労働条件）と真逆な事になっ

ている。これでは、若い人がトラック産業に入ってこない。

魅力あるトラック産業にしていかなくてはならない。」と挨拶

がありました。

続いて、角田執行委員長からは「建交労の部会は、縦

線のつながりは強いが、横のつながりが弱いので強めて

いく必要がある。トラック部会と労職部会など、コラボするこ

とで労災職業病根絶とトラック職場の実態を広く知らせる

事ができる。トラック運転者は、運転している間、心拍数、血

圧が上がり続けている。これは、脳疾患・心疾患のリスクが高いと北海道のセミナーで佐藤先生が話されていた。

やはり、トラック運転者が、過労による労災認定数が高水準で維持している状態を広く知らせ、改善していかなくて

はいけない。」と話されていました。

続いて、鈴木事務局長より、２０１６年度のまとめと２０１７年度運動方針案、中期計画案が提案されました。 ２日

目の討論まとめでは、鈴木事務局長より「自発的な活発な発言がたくさんありました。これは、トラック産業の労働

環境改善が必要と、ここに参加の皆さんが考えているからだと思います。働き方改革ではトラックが置き去りになっ

ていますが、建交労としては、限度基準告示の月４５時間、年間３６０時間を最大の目標として全体で取り組んで

いくので宜しくお願いします。」と話されました。各提案事項については、一括して採決が行われ賛成多数で可決

されました。

最後に、足立部会長の団結ガンバローで散会となりました。

トラック運転者の長時間労働を政府の「働き方改革実行計画」では容認していることになっており、これでは、若

い人がトラック産業に入ってこず、益々人手不足が深刻になっていく事になります。このようなトラック産業の状態

を一刻も早く改善していく必要があります。

テーエス支部 副執行委員長 結城喜一

足立部会長


